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１．境港の概要
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境 港 の 概 要
●島根半島に護られた天然の良港として古くより日本海交通の要衝として発展。
全国 唯 港湾 域が 県 またがる港湾●全国で唯一、港湾区域が２県にまたがる港湾。

●背後圏には、製材業、製紙業、金属機械製造業、リサイクル関連産業等、多様な産業
が立地している。

■外港1.2号（9m・7.5ｍ）
セメント・原木・重油

■国際旅客ﾀｰﾐﾅﾙ（暫定）（水深7.5ｍ）
国際ﾌｪﾘｰ（韓国・ロシア航路1便/週）

福浦地区

男鹿地区

長浜地区
杢井地区

■宇井（水深4ｍ）

島根県松江市

■昭和南石油ﾄﾞﾙﾌｨﾝ
（水深7.5ｍ）４基
石油製品・重油内港地区

森山地区

宇井地区 大江地区

■ 森 山 （ 水 深 4 . 5 ｍ ）
取 扱 品 目 ： 建 設 資 材

■宇井（水深4ｍ）
取扱品目：水

■国際コンテナターミナル
（水深14m）
コンテナ

■昭和南1～3号（水深7.5～13m）
木材チップ・原木・金属くず

■隠岐行フェリー乗場
（水深6.5ｍ）
隠岐諸島フェリー１便/日

■内港外江1・2号（水深4.5m）
取扱品目：水、建設資材

内港外江地区

外
港
中
野

下宇部尾地区

■内港外江1・2号（水深4.5m）
取扱品目：水、建設資材

■竹内1～4号（水深5.5～7.5m）
中古自動車 資材

隠岐諸島フェリ １便/日
隠岐諸島高速船１便/日

外港竹内地区

野
地
区

鳥取県境港市

外港竹内南地区中古自動車・再利用資材

江島 号（水深 ）

沖防波堤延伸

江島地区

島根県
松江市

外港竹内南地区
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■江島1・2号（水深9m・7.5m）
取扱品目：原木

現港湾区域

変更予定港湾区域
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境港周辺の企業立地状況

【セメント】 太平洋セメント ㈱

【セメント】 住友大阪セメント ㈱

【海運】 DBSｸﾙｰｽﾞﾌｪﾘｰｼﾞｬﾊﾟﾝ ㈱

【海運】 隠岐汽船 ㈱

【ﾘｻｲｸﾙ】 三光 ㈱ 潮見工場

【ﾘｻｲｸﾙ】 三光㈱ 昭和工場

【ﾘｻｲｸﾙ】 (有)青空カンパニー

松江市
【ﾘｻｲｸﾙ】 ウェストバイオマス㈱（H24年度内操業予定）

【石油製品】 東西ｵｲﾙﾀｰﾐﾅﾙ ㈱

王子製紙 ㈱ 木材チップヤード

【海運】 隠岐汽船 ㈱

【製材】 大日本木材防腐 ㈱ 【その他化学工業品】
甲陽ｹﾐｶﾙ(株)【製材】 井上製材 ㈱

【その他輸送機械】 (有)福島造船鉄工所 【ﾘｻｲｸﾙ】 ㈱ C&E JAPAN 境工場

15km
■：海運・物流会社
■：製造業（林産品）
■：製造業（金属機械工業品）
■：製造業（化学工業品）

境港

【その他化学工業品】
㈱DSコーポレーション（H23.10月操業開始）

【製材】 日新林業 ㈱

【製造食品】 ㈱ さんれい製造

【製造食品】 旭食品 ㈱

甲陽ｹﾐｶﾙ(株)【製材】 井上製材 ㈱

【ﾘｻｲｸﾙ】 三光 ㈱ 江島工場

【樹脂類】 第一樹脂工業 ㈱ 島根工場

【製材】 松江ｴﾇｴﾙ工業 ㈱ 境港市

5km

■ 製造業（化学工業品）
■：製造業（軽工業品）
■：卸売業,小売業（エネルギー、セメント）
■：リサイクル関連企業

【製造食品】 フジッコフーズ㈱

【製造食品】 ADEKA ﾌｧｲﾝﾌｰｽﾞ ㈱

H23以降に操業開始した企業

【鉄鋼】 米子製鋼 ㈱

㈱

【金属製品】 ㈱ ニチラス【ﾘｻｲｸﾙ】(有)海老田金属

5km

松江市

【その他化学工業品】ニッパ㈱

【その他化学工業品】
金龍プラスチック（H23.6月操業開始）

（もしくは操業予定の企業）

【その他化学工業品】
三宝化成工業㈱ （H23.6月操業開始）

【ﾘｻｲｸﾙ】 フジ化成工業 ㈱
【ﾘｻｲｸﾙ】 山陰ｸﾘｴｰﾄ(有)

【電気機械】 ㈱ 鶴見製作所 米子工場

【ﾘｻｲｸﾙ】 平林金属 ㈱ 山陰工場

【ﾘｻｲｸﾙ】 ㈱ エコマ商事 【ﾘｻｲｸﾙ】(有)大成商事
松江市

【その他機械】ファミリー ㈱

【物流】ヤマトパッキングサービス ㈱ （H24.1月操業開始）

【完成自動車】
㈱ナノオプトニクス・エナジ （H26年度内操業開始予定）

【電気機械】 ㈱Ａ＆Ｍ

【金属製品】 日立金属 ㈱ 安来工場

【製材】 湖北ベニヤ ㈱

【ﾘｻｲｸﾙ】 平林金属 ㈱ 山陰工場

米子市

安来市

西伯郡

【その他化学工業品】
ニッポン高度紙工業 ㈱
（H24.9月操業開始予定）

㈱ナノオプトニクス・エナジー（H26年度内操業開始予定）

【紙・パルプ】 王子製紙 ㈱
【金属製品】 日立金属 ㈱ 安来工場

米子市
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境 港 の 主 要 施 設
外港昭和北地区

国際旅客ターミナル（仮）
外港昭和北地区

国際コンテナタ ミナル

外港昭和南地区

外港昭和北地区
国際コンテナターミナル

国際物流ターミナルの整備

地区名

コンテナ貨物

木材チップ 雑貨品

主要施設 主要取扱貨物等

外港昭和南
-14mﾊﾞｰｽ　280m

-13mﾊﾞｰｽ 270m

地区名

ｾﾒﾝﾄ・原木

重油 雑貨品

主要施設 主要取扱貨物等

外港昭和北
-9m  ﾊﾞｰｽ  370m

-7 5mﾊﾞｰｽ 260m

外港竹内地区江島地区

木材チップ、雑貨品-13mﾊ ｰｽ 270m重油、雑貨品7.5mﾊ ｽ 260m

外港竹内南地区

外港竹内地区

江島地区

地区名 主要施設 主要取扱貨物等
主 扱貨物等主 施

貨客船ターミナルの整備

江島大橋
沖防波堤１２０ｍ延伸

-7.5mバース　130m 農水産品

-5.5mバース　300m 中古自動車

リサイクル貨物

外港竹内地区

地区名

-9m ﾊﾞｰｽ 　165m 原木・石材

-7.5mﾊﾞｰｽ　130m セメント

主要取扱貨物等

江島

主要施設 沖防波堤１２０ｍ延伸

「この背景地図等データは、国土地理院の電子国土「この背景地図等データは、国土地理院の電子国土WebWebシステムから配信されたものである。」システムから配信されたものである。」
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2011年 取扱貨物の内訳

●輸出では紙・パルプ、輸入では木材チップ、移出では水、移入では

輸出 約２１万トン 輸入 約１９４万トン

石油製品が太宗を占める。

移出 約２６万トン 移入 約１５０万トン
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国際定期航路の就航状況

●コンテナ航路は 韓国航路が週3便 韓国・中国航路が週1便 中●コンテナ航路は、韓国航路が週3便、韓国 中国航路が週1便、中
国航路が週1便就航。主な取扱品目は水産品、紙・パルプ、鉄鋼等。

●貨客船（フェリー）は、環日本海航路（ロシア、韓国）として週1便就
航。主な取扱品目は自動車、水産品、産業機械等。

＾ 
環日本海航路 DBSクルーズフェリー

＾ 
韓国航路 興亜海運

韓国航路 韓国・中国航路等

 

 

秋田

トロイツァ

琿春 
延吉 

羅津 先峰

ポシェット

小樽 

ウラジオストク 

環日本海航路 DBSクル ズフェリ
中国航路 神原汽船
中国・韓国航路 高麗海運 

秋田

トロイツァ 

琿春 
延吉 

羅津 先峰

ポシェット

小樽 

ウラジオストク 

韓国航路 興亜海運
韓国航路 高麗海運
韓国航路 シノコー成本

秋田 

酒田 

新潟 

直江津 

羅津・先峰

清津 

元山 

束草 
ソウル

大連 天津 

東海

富山 
金沢 

敦賀 

舞鶴 

天津新港 

秋田

酒田 

新潟 

直江津

羅津・先峰 

清津 

元山 

束草 
ソウル 

大連 天津 
富山 

金沢 

敦賀 

舞鶴

天津新港 

境港 釜山 青島 

東海

連雲港 

光陽 境港 釜山 青島 

東海 

連雲港 

光陽 

舞鶴

徳山下松

門司 

上海 

福州 

寧波 

上海 

福州

寧波 9



２．境港港湾区域の変更
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港湾区域変更の変遷

境漁港の区域
海崎港の区域

境港 港湾 域 除 れ境漁港の区域
（境港の港湾区域からは除かれる）

（境港の港湾区域からは除かれる）

検疫錨地

内港外江地区

危険物積
載停泊地

江島地区

港湾区域凡例

：当初（S33.4.1）

：第1回変更（S37 5 16)：第1回変更（S37.5.16)

：第2回変更（S44.10.1）

：現港湾区域（S51.4.16）

：変更予定港湾区域
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境港港湾区域変更図

沖防波堤（既設部）

【拡大図】

沖防波堤（既設部）
L=3,730m

3
12

沖防波堤（延伸部）
L=120m



港湾区域を変更する理由

成 年度 期波 響 岸壁 静穏度が●平成15年度頃から、長周期波の影響により岸壁の静穏度が低下
●静穏度確保のためには、既設防波堤への対策工の施工及び防波堤延伸が有効と判断
●防波堤延伸部が現港湾区域外に及ぶことから、港湾区域の変更が必要となるもの

防波堤工事工程表
施設名施設名 Ｈ２３ｄ Ｈ２４ｄ Ｈ２５ｄ Ｈ２６ｄ Ｈ２７ｄ Ｈ２８ｄ

区域内

区域外

沖防波堤

●国土交通省の直轄事業として実施。

沖防波堤の延伸
L=120m

【現状】

長周期波の影響により荷役
中の大型船の動揺、係留
索切断が生じ、荷役効率が
低下している。

●平成25年度半ばには、現港湾区域外での
現地着手の見込み。

L=120m

：変更予定港湾区域

：現港湾区域

13
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長周期波の概要

●長周期波とは●長周期波とは・・・
波の高さは小さいものの、いわば海面全体がゆっくりと上下する波

「長 期波 と 「 期 が長 波（ 期 秒） と 港湾内 お 見「長周期波」とは、「周期」が長い波（周期：３０～３００秒）のこと。港湾内において、一見し
たところ波がないようでも、長周期波が到来している時には、非常にゆっくりと、いわば海
面全体が持ち上がるように上下している。

例えば 遥か南方洋上にある熱帯低気圧や台風により生じた波が はるばる日本付近ま例えば、遥か南方洋上にある熱帯低気圧や台風により生じた波が、はるばる日本付近ま
で伝わってくることもあり、日本列島が台風の影響を全く受けていないような時でも、港で
は長周期波という形で影響を受ける。

長周期波の実例

η
（
m

）
水

位
： η

時 間：ｔ （m）

上図は、１秒毎に観測した海面（水面）変動。青実線で示した周期数秒の波が、赤破線で
示した周期１～２分の波に重なっている。前者が「波浪」、後者が「長周期波」
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長周期波の問題点

長周期波により引き起こされる現象

波高が高くなくても、海面全体が持ち上がるために非常に大きなエネルギーを持ってい
るため、係留している船舶が大きく揺れて、貨物の積み降し（荷役）が困難になったり、船

長周期波により引き起こされる現象

、係留 船舶 大 揺 、貨物 積 降 （荷役） 困難 り、船
舶を繋ぎ止めているロープ（係留索）が切れたり、岸壁と船舶が接触・損傷する事故の原
因となる。

長周期波による影響

①船舶の係留や荷役作業を行う場合の安全性が確保されない。
②荷役に余分な時間がかかったり、他の港を利用したりすることにより、また、事故等

の発生により損害が生じるため、物流コストを上昇させる。
③船舶の運航の定時性・安定性が確保できない。

船舶関係者等に大きな影響を与える。

15
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境港における長周期波による被害状況

【昭和南地区における荷役障害発生事例】【昭和南地区における荷役障害発生事例】

発生日時 被災状況 備考

① H17.1.19～H17.1.21 係留索4本切断 昭和南1号岸壁①

② H17.1.19～H17.1.21 係留索2本切断 昭和南4号岸壁

③ H17.10.23 係留索5本切断 昭和南1号岸壁

④ H17.12.4～H17.12.6 係留索2本切断 昭和南岸壁

⑤ H17.12.19～H17.12.20 係留索7本切断 昭和南2号岸壁

【荷役障害発生時の船舶動揺事例】

●動揺による接岸・離岸の繰り返し

●係留索の弛緩・緊張状況

16



防波堤延伸等による効果

◇外港昭和南地区及び外港竹内地区の静穏度については 長周期波の影響により 「技術上の基◇外港昭和南地区及び外港竹内地区の静穏度については、長周期波の影響により、「技術上の基
準」において求められている静穏度（９７．５％）が確保出来ていない。

◇防波堤の延伸及び既設防波堤の港内側への対策工により、静穏度の確保が可能となる。

各岸壁の稼働率一覧

岸壁名(延長）

岸壁

対象船舶

荷役限界 現 況 計 画

水深 波高 120m延伸なし 120m延伸あり

沖防波堤
120m（延伸部）

変更予定港湾区域

岸壁位置
(ｍ) (ｃｍ) （対策工を含む）

昭和南4号(280m) -14 10,000DWT以上 10 97.5 99.3沖防波堤
L=3,730m
(既設部）

岸壁位置

昭和南1号(270m) -13 10,000DWT以上 10 96.5 98.9

昭和南2号(185m) -10 10,000DWT以上 10 96.6 98.5中野計画

(既設部）

昭和南3号(130m) -7.5 5,000DWT 20 99.5 99.7

中野 計画(240m) -12 10,000DWT以上 10 93.4 97.5

対策工
L=2,100m

竹内岸壁(160m) -9 10,000DWT 10 95.9 97.5

竹内岸壁(260m) -9 10,000DWT 10 96.7 98.1

参考：対策工の概要

「対策工」として既設防波堤の港内側に捨石傾斜堤等を設置する。

＊赤字は「技術上の基準」において求められている静穏度（97.5%）を満たしていない施設
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港湾区域拡大範囲の考え方

●変更港湾 域設定 ト ポイ トとなる作業は 防波堤堤頭部 おける消波●変更港湾区域設定のコントロールポイントとなる作業は、防波堤堤頭部における消波工
（消波ブロック据付時）である。
●当該作業時における作業船の作業範囲（回頭時に必要となる範囲を含む）を包含する必

要最小限の範囲を変更予定港湾区域と設定するもの要最小限の範囲を変更予定港湾区域と設定するもの。

ア）投錨範囲 イ）回頭範囲

現港湾区域
消波ブロック据付

100ｔ吊起重機船

ア）投錨範囲 イ）回頭範囲

1

港外側

1: 1:

被覆 根固工
被覆ブロック

回頭円＝２L

100ｔ吊起重機船
現港湾区域

港外側

1
:
2

被覆・根固工
被覆ブロック 49

.5
0

49.50

8
.0
0

45.00

-5.16

起点 終点

:
2

-6.30

(1000kg/個) -6.00

-6.40

-6.00

-6.30

-6.00

-6.00

-6.30

-4.80

-5.40 -5.40

-4.80

法線0

+1.50+1.50+1.50

-5.16-6.00

N
o.
5
+7

.0

-6.00 -6.00

+3.40+3.40

?16.20

2 2

1
:1

.5

1
:1

.5

被覆石

港湾区域交点

被覆・根固工

消波工

本体工

根固ブロック

被覆ブロック消波ブロック

ケーソン

終点

-4.80

法線0

+1.50+1.50 N
o.
5
+7
.
0

00

港湾区域交点

被覆 根固

消波工

本体工

根固ブロック

被覆ブロック消波ブロック

ケーソン

49.50

1

1
:4
/
3

1:
2

1:
2

港内側港内側

49
.5
0

0
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港湾区域拡大範囲の考え方

投錨範囲及び回頭範囲として必要な範囲を重ね合わせた図投錨範囲及び回頭範囲として必要な範囲を重ね合わせた図

現港湾区域 変更港湾区域

消波ブロック据付作業範囲
100t吊 起重機船

港外側

39m

回頭円 ２Ｌ

-5.16

起点 終点

1
:
2

1
:
2

-6.30

被覆石(1000kg/個) -6.00-6.30

法線0

+1.50+1.50+1.50

-5.16
-6.00

N
o
.
5+

7
.0

+3.40

1
:
2

1
:
2

+3.40+3.40+3.40

港外側

1
:
2

1
:
2

港湾区域交点

被覆・根固工

消波工

本体工

被覆ブロック

被覆ブロック

消波ブロック

ケーソン

45m

回頭円＝２Ｌ
100t吊 クレーン付台船

1
:
2

1
:
2

-6.40

-6.00

-6.40

-6.00

-6.30

-6.00

-6.00

-6.30

-4.80

-5.40 -5.40

-4.80

法線0

-6.00 -6.00

1
:
2

1
:
2

港内側

1
:
1
.5

1
:
1
.5

被覆石

根固ブロック

回頭円＝２Ｌ
100t吊 起重機船

96m
104m
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